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特殊印刷のスペシャリストとして
オンリーワンの印刷会社を目指す

東京都荒川区に本社を構える白山印刷株式会

社は、1969年の創業以来、特殊印刷のスペシャ

リストとして確かな地歩を固めてきた。油性 /

UV印刷からニス加工、コールドフォイル、ホロ

グラム転写、箔転写まで網羅した、その卓越した

技術力は同業他社からも高く評価されていて、オ

ンリーワンの企業価値を生み出している。同社は

埼玉県八潮市に 3つの工場を構え、製版から後

加工まで一貫した生産体制を構築している。製

版部門にある 3台の CTPは Kodak Magnus 

400に統一し、プレートも全台で Kodak Sword 

XDサーマルプレートを使用している。印刷部門

にある 14台 61胴の印刷機もすべて菊半裁判ク

ラスに統一し、色再現性や見当性に厳しい仕事を

難なくこなしている。また今日の業界ニーズでも

ある小ロット・短納期の仕事にも柔軟かつ俊敏に

対応している。加工部門には中綴じ、折り、断裁、

圧着、打抜き、ラミネートなど 30台を超える後

加工機が勢揃いし、付加価値の高い印刷物の生

産に寄与している。

Sword XDサーマルプレートの廃液削減効果は絶大でした。
環境負荷が大幅に軽減でき、
生産性、品質の向上にもつながっています。

3台のMagnus 400で
月最大 1万版を出力

同社が初めて CTPを導入したのは 2005年

のこと。デジタル製版の比率が増え、刷版出力の

内製化を図ることが目的だった。導入にあたって

は当然、他社製品との性能比較も行ったが、FM

印刷など高精細印刷にすぐれているコダックの

SQUAREspotイメージング技術を高く評価して

Magnus 400プレートセッターを 1号機として

導入した。生産本部 製版加工グループ統括部長

の増山松也氏は「期待通りの性能だった」と当時

を振り返っている。

「実際に稼働してみると、すぐに素晴らしいマシ

ンだと分かりました。網点再現性がすばらしく、し

かもブレが最小限で安定性にもすぐれているた

め、品質管理に手間がかかりません。同時に導入

した面付けソフト Prepsもとても使いやすく、作

業効率は大きく改善しました」

その後、第三工場を新設した 2009年には 2

号機を、2013年には 3号機を増設。デジタル製

版と印刷機の増加に対応することが目的だった

が、いずれも機種はコダックのMagnus 400を

選んだ。現在、第三工場の 2階にある製版部門

には歴代のMagnus 400が整然と並び、2工

場 14台の油性 /UV印刷機に日々刷版を供給し

ている。出力枚数は月平均 8,000版で、多い月

CTP・自現機・版材のすべてをコダックに統一。3台のMagnus 400で14台の油性/

UV印刷機に刷版を供給し、得意分野である特殊印刷から、品質要求度の高い仕事、

さらには小ロット・短納期の仕事まで幅広い仕事への柔軟な対応を実現。
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には 1万版を出力しているそうだ。

Magnus 400の瞬発力やスピードを高く評価

するのは第三工場 製版部の本間孝男氏だ。

「台数の多い仕事で、大量の刷版を必要とする

ときなど、Magnus 400のスピードが威力を発

揮します。最新のMagnus 400は毎時 39版

のスピードで出力でき、さらに複数のカセットに

同サイズの版をセットすれば、長時間の自動運転

が可能になります」

増山部長はCTP3台をMagnus 400に統一

したメリットについて、次のように話している。

「メーカーが違えば、使い勝手も異なります。同

じメーカーの同じ機種に統一すれば、オペレータ

の負担が軽く、戸惑うこともありません。現場の

作業効率が良くなり、ひいては生産性向上にもつ

ながります。また、どの CTPで出力してもバラツ

キがないので、安心して印刷工程に回せます。緊

急時でも安心ですし、万一トラブルが発生しても、

コダックが一社で対応してくれるため、面倒があ

りません」

廃液削減効果とUV印刷特性を評価して
Sword XDサーマルプレートに統一

同社は 2012年 12月に版材も他社製からコ

ダックの Sword XDサーマルプレートに統一し

た。その理由について増山部長は次のように話し

ている。

「再生紙の利用が進むなど今日の印刷業界では

環境への配慮が求められています。製版工程で

も廃液の削減が急務で、低アルカリ現像液を採

用した Sword XDなら廃液量を大幅に削減でき

ると考えて導入を決断しました」

実際に使ってみるとSword XDの効果は歴然

だったと増山部長は驚いている。

「廃液の削減効果は絶大でした。環境負荷は大

幅に軽減でき、現場の省力化にもつながっていま

す。処理液は長寿命で、液交換の頻度は少なくな

りました。清掃などメンテナンスの手間もごくわ

ずかです。何よりも他社製の自現機よりも汚れが

少ないのには驚きました」

環境性能に注目して Sword XDを採用した

同社だが、印刷適正など出力品質についても

Sword XDを高く評価している。

「Sword XDはUV印刷特性にすぐれています。

またプレート自体が安定しているので、複数の工

場間で印刷品質にバラツキが出ることはありませ

ん。特に FMスクリーンで最も重要なハイライト

から中間調にかけての再現性にすぐれています。

画像の再現性が一段と向上し、エッジもシャープ

になりました。Sword XDを使うことで保水性も

高まっています」

面付けソフトKodak Prepsをはじめ、
Kodak Prinergyのすぐれた操作性も
高く評価

その時々で CTPの最新機種を導入してきた

同社では、ソフトウェアも順次、最新バージョンに

更新してきた。「経験の少ない新人でも操作が簡

単に行える」と本間氏はコダックのソフトウェアを

次のように評価している。

「新しいワークフローシステム Prinergyでは各

アプリケーションの連携が良くなり、操作性が一

段と向上しました。面付けソフト Prepsは PDF

をダイレクトに配置でき、プレビュー画面で絵柄

が確認できるため、間違いのない面付け作業が

行えます。また基準点や送り量の設定も簡単に

行えます」

同社ではコダックのサポート体制についても高

く評価している。カラーマネージメントについて

は、コダックの専門家が徹底的なサポートを提供

した。この結果、顧客側から指定された基準色に

対するマッチングテストでは、ほぼ満点に近い評

価を得ることができたそうだ。同社は特殊印刷だ

けでなく、品質に厳しい仕事に対してもオンリー

ワンの技術力で応えることで、価格競争に巻き込

まれることなく、ビジネスを順調に拡大してきた。

その背景にコダックのソリューションとCTPから

版材、カラーマネージメントまでのトータルなサ

ポートがあるのは間違いないだろう。

2工場に合計 14台61胴の油性/UV印刷機を設置
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3台のMagnus 400が並ぶ製版部門

写真は第三工場（八潮市）




